
日
常
を
十
七
音
で

～
テ
ー
マ
か
ら
俳
句
を
作
ろ
う
～



俳
句
と
は…

…
季
語
を
入
れ
な
が
ら
、
五
・
七
・
五
の
十

七
音
で
光
景
や
気
持
ち
を
詠
み
、
そ
の
感

動
を
伝
え
る
詩
の
形
式
の
一
つ
で
す
。

最
近
、
テ
レ
ビ
番
組
で
も
よ
く
見
か
け
ま
す
ね
。



季
語
と
は…

…
・

季
節
を
表
す
言
葉
の
こ
と
。

・

俳
句
を
詠
む
と
き
は
、
季
語
を
入
れ

る
こ
と
が
ル
ー
ル
と
さ
れ
て
い
る
。

・

基
本
的
に
、
『
春
と
い
え
ば
』
『
夏

と
い
え
ば
』
と
、
季
節
が
連
想
さ
れ
る

言
葉
が
多
い
。
（
例
外
も
あ
り
ま
す
）



春
（
『
春
の
○
○
』
『
春
○
○
』
も
春
の
季
語
）

【
様
子
】

暖
か
（
あ
た
た
か
）
、
風
光
る
、
霞
（
か
す
み
）

【
物
】

風
船
、
風
車
（
か
ざ
ぐ
る
ま
）
、
ぶ
ら
ん
こ

【
鳥
】

う
ぐ
い
す
、
き
じ
、
ひ
ば
り
、
鳥
の
巣
、
巣
箱

【
貝
】

さ
ざ
え
、
あ
さ
り
、
は
ま
ぐ
り
、
し
じ
み

【
そ
の
他
の
生
き
物
】

か
え
る
、
は
ち
、
ち
ょ
う

【
植
物
・
花
】

つ
ば
き
、
す
み
れ
、
た
ん
ぽ
ぽ
、
な
ず
なな

ど

（
教
科
書
六
一
ペ
ー
ジ
も
参
考
に
！
）

【
例
】
春
の
季
語
（
春
全
般
に
関
す
る
も
の
）



【
時
期
・
行
事
】

梅
雨
、
梅
雨
晴
れ
（
梅
雨
の
時
期
の
晴
れ
）

出
水
（
梅
雨
の
大
雨
で
洪
水
の
よ
う
に
な
る
こ
と
）

田
植
え

【
植
物
・
花
】

か
き
つ
ば
た
、
あ
や
め
、
あ
じ
さ
い
、
青
梅
、

さ
く
ら
ん
ぼ
、
び
わ
、
あ
ん
ず

【
生
き
物
】

ほ
た
る

【
そ
の
他
】

か
び

な
ど

（
教
科
書
六
一
ペ
ー
ジ
も
参
考
に
！
）

【
例
】
夏
の
季
語
（
六
月
ご
ろ
に
関
す
る
も
の
）



俳
句
の
作
り
方

①

材
料
と
な
る
言
葉
を
集
め
る
。

②

五
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
で
組
み
立
て
る
。

③

表
現
を
工
夫
す
る
。

（
★
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
）

教
科
書
六
〇
～
六
三
ペ
ー
ジ
も
参
考
に
！



俳
句
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

①

自
分
の
体
験
し
た
こ
と
で
作
る
！

・
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
さ
わ
っ
た
り
な
ど
、
自
分
の

五
感
で
経
験
し
た
こ
と
だ
と
、
俳
句
が
作
り
や
す
い

で
す
。

・
逆
に
、
想
像
し
た
こ
と
で
は
、
ど
ん
な
言
葉
を
使
え

ば
い
い
か
、
分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。



俳
句
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

②
『
音
数
』
に
気
を
付
け
る
！

・
音
数
と
は
、
文
字
の
通
り
『
音
の
数
』
の
こ
と
で
す
。

声
に
出
し
な
が
ら
数
え
る
と
分
か
り
や
す
い
で
す
よ
。

・
例
え
ば
、
『
車
（
く
る
ま
）
』
な
ら
三
音
で
す
。

・
小
さ
い
『
や
・
ゆ
・
よ
』
は
、
前
の
音
と
合
わ
せ
て

一
音
で
数
え
ま
す
。
『
今
日
（
き
ょ
う
）
』
な
ら
、

『
き
ょ
・
う
』
で
二
音
で
す
。

・
小
さ
い
『
つ
』
や
、
の
ば
す
音
（
ー
）
は
、
そ
れ
だ

け
で
一
音
で
す
。
『
サ
ッ
カ
ー
』
な
ら
、
四
音
で
す
。



俳
句
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

③

言
葉
を
工
夫
す
る
！

・
『
た
と
え
』
を
使
っ
て
み
る
。

・
音
を
言
葉
で
表
現
し
て
み
る
。

・
言
葉
の
順
序
を
工
夫
す
る
。

・
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
を
使
い
分
け
る
。

（
漢
字
で
書
け
る
け
ど
、
あ
え
て
ひ
ら
が
な
を
使
う
と

か
）



課
題
の
テ
ー
マ

『
五
～
六
月
に
見
ら
れ
る
・
感
じ
ら
れ
る
も
の
』



井
戸
田
先
生
（
五
年
一
組
）
の
作
品

コ
ロ
ナ
禍
のゲ

ー
ム
画
面
と

卯
月
雲(

う
づ
き
ぐ
も)

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、
外
に
出
る
こ
と
が
で
き

ず
、
家
で
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
に
も
少
し
あ
き
て
き
ま
し
た
。

外
は
四
月
～
五
月
の
過
ご
し
や
す
い
空
模
様
。
一
日
で
も

早
く
普
段
通
り
の
生
活
が
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
な
と
期
待

を
こ
め
、
こ
の
句
を
詠
み
ま
し
た
。



吉
田
先
生
（
五
年
二
組
）
の
作
品

雨
上
が
り

虹
を
探
し
て

歩
く
道

雨
上
が
り
に
、
息
子
と
二
人
で
散
歩
を
し
た
事
を

思
い
出
し
な
が
ら
詠
み
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
一
緒
に

虹
を
探
し
な
が
ら
歩
い
て
く
れ
る
か
な
？
と
思
い
な

が
ら…

…

。



世
古
口
先
生
（
六
年
二
組
）
の
作
品

大
空
を

無
邪
気
に
泳
ぐこ

い
の
ぼ
り

今
の
時
期
、
こ
い
の
ぼ
り
を
た
く
さ
ん
見
か
け
ま

す
。
風
に
ゆ
れ
る
こ
い
の
ぼ
り
が
、
大
き
な
川
を
無

邪
気
に
元
気
よ
く
泳
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
、

こ
の
句
を
詠
み
ま
し
た
。


